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遅い取り出し静電セプタムの不調により、ビーム利用率 47%であった 2017 年 4 月～6 月
のビームタイムに加え、2018 年 1 月～2 月の期間に、年度内 2 回目の遅い取り出しの運転
を行った。今回は取り出し運転は順調に推移し、ほぼ予定の 93%のビーム利用を達成し、
総計１MW＊日のビーム積算量となった。今回の運転では常時 50kW 運転が実現し、短期間
ながらも高効率のビーム利用が可能となったからである。同時に、今回初めて COMET 実
験のための８GeV 陽子の取り出し、ハドロン施設のビームダンプまでの輸送にも成功した。
これはビームの質の把握、改善を加速器と二人三脚で実施してきた大きな成果である。一次
ビームラインのビーム光学的な特性も十分に把握され、断熱収縮が期待できない低エネル
ギービームの輸送に関しても自信が持てる結果となった。同時に実験チームによるイクス
ティンクション測定も順調に実施され、実験遂行に対して非常に肯定的な成果を得ている
（別途報告が行われる予定）。

これと前回 4 月～6 月の運転実
績（左図）をあわせると、2017年
度においては、ほぼ２MW*日の積
算ビーム量を達成できたことにな
る（下図）。平均ビームパワー５０
ｋW での運転が 20 日間続けば、
1MW*日のビーム量となる。 

2017年 1月～2月期間におけ
る遅い取り出しの運転実績
（積算ビーム量）。 



 
なお、2018 年 5月下旬より遅い取り出しの運転を行っており、平均ビームパワー50kW

超で順調に推移している。また運転と平行して実施されている high-p/COMET ビームラ
インの建設もいよいよ佳境にさしかかり、ハドロン実験ホール内の high-p実験エリアの建
設工事が始まっている。 
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将来のハドロン実験ホールの拡張に向けて 3 月 26 日、27 日の両日、ハドロンホ
ールユーザー会主催で、国際ワークショップを開催した。 
（J-PARC Workshopとして開催） 
 

 
今回の議論を元に、提案されている各ビームラインごとに LOI 集を編纂するとともに、

本実験提案に向けての検討を継続する。なお出席者は 76 名で、うち外国から 6名の参加が
あった。 
 


